
　戦国大名武田家の家臣を祖に持つ植松家は、戦国時代終わり頃に原に移り住み、以来代々

開墾・植林に勤
いそ

しみながら花
か き

卉類を収集し、花長者と言われるようになった。特に芍
しゃくやく

薬や万
お も

年

青
と

、松
ま つ ば ら ん

葉蘭、桜草の収集家として有名になり、その庭は菊
き っ か え ん

花園・植
うえまつ

松叟
そ う か え ん

花園と呼ばれ、のちに

海
かいほせいりょう

保青陵によって「帯笑園」と名づけられた。帯笑園には東海道を行き来する大名・公家・文化

人が立ち寄り、花奔類と文芸文化の交流の場として大いに賑わい、植松家に残る芳
ほうめいちょう

名帳には

名だたる文
ぶんじんぼっきゃく

人墨客、大名、公家、皇族の名が記されている。園内には大正天皇から種を頂いた

大
だいおうしょう

王松をはじめとする樹木や蓮の鉢などが残り、往時の雰囲気を偲ばせている。現在は沼津

市による整備工事が平成31年に完了し、一般公開している。

　昭和29年（1954）、全国の小学校教科書

の印刷のため、国家的プロジェクトのもと

建設された。設計は広島平和記念資料館

や代々木第一体育館（いずれも国指定重

要文化財）を設計したことで有名な丹
た ん げ

下

健
けんぞう

三。中央の柱が長さ90メートルの梁を支

える構造で、工場内部に広い無柱空間を

設けた先駆的な設計がなされている。（内

部の見学不可）

③②帯
たいしょうえん

笑園

⑥図
と し ょ い ん さ つ

書印刷沼
ぬまづこうじょう

津工場

 建久年間（鎌倉時代の初め頃）の創

建。社殿が南を向き東海道に背を向け

ている。これは、慶長14年（1609）に付け

替えられる以前の東海道またはその前

身の街道（甲
こうしゅうみち

州道）にあわせて神社が

造営されていた名残だという。神社は

何度も建て直されてきたが、古来から

の社殿の向きはずっと守られている。

②①徳
と く げ ん じ

源寺

　臨済宗妙心寺派の寺院で、執権北
ほうじょう

条

時
ときむね

宗の創建と伝わる。この地には「御
ご て ん

殿

場
ば

」という地名が残っており、源
みなもとのよりとも

頼朝が

富士の巻狩りの際、ここを陣営としたこ

とに由来すると言われている。境内に

は頼朝お手植えの松の子孫とされる松

や帯笑園の元園主植松家の墓所があ

る。

①富
ふ じ

士浅
せんげんじんじゃ

間神社 (六軒町)

(原西町）

(原西町）

(大塚）
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国登録記念物 【表紙の写真】

　臨済宗中興の祖として名高い白隠禅

師は、貞享2年（1685）に原宿の長澤家

の三男として生まれ、幼名は岩次郎と

いった。この地は長澤家の旧宅があっ

たところで、白隠が生まれた頃からあっ

たとされる井戸が現存しており、「産湯

の井戸」として当時の姿を伝えている。

現在この地には無量堂が建てられ、白

隠の遺徳を偲んでいる。

④③無
むりょうどう

量堂（白
は く い ん ぜ ん じ

隠禅師誕生地） (原東町）

⑤④松
し ょ う い ん じ

蔭寺 (原東町） 県指定有形文化財・県指定史跡

市指定有形文化財・国登録有形文化財

　臨済宗白隠宗の大本山で、創建は弘安２年（1279）。江戸時代に白隠禅師が住職を務め、全

国から多くの僧が白隠のもとに集まり修行した。境内には明和5年（1768）に入
にゅうじゃく

寂した白隠の

墓があり（写真右ページ）、県の史跡に指定されている。他にも、白隠自画像、科
かちゅう

註妙
みょうほうれんげきょう

法蓮華経

（いずれも県指定有形文化財）、木造白隠禅師坐像（市指定有形文化財）、珍しい石造りの瓦が

葺かれている山門や平面が八角形をした開山堂（いずれも国登録有形文化財）など数多くの

文化財がある。
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県指定史跡白隠禅師墓



植田～一本松

白隠さくら

松蔭寺山門 白隠禅師坐像

拡大図




